





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































(6) [下爽， 2α)():287] 
(7) [都村， 2∞2:21-22]。また、富IJ回はこの点を早くから指摘していた。[副回， 19剖:
21-26] 
(8) [都村， 2∞2:41-43]および[井上・ 江原， 1999: 120-121] 
(9) [樋口， 1悌4:201]
(10) [村山， 2α)() :47] 
(l) [村山， 2α)():46-56] 
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